
杉本　達治

藤丸　伸和、林　正岳、吉田　真士、後藤　正邦、上田　俊彦、清水　智信、猪嶋　宏記、尾﨑　剛敏

南部　則雄

監　　督 選手 監　　督 選手 監　　督 選手 監　　督 選手

水球 － 不参加 0 不参加 0 －

アーティスティック － － － 不参加 0

2 サッカー － 久保　直也 15 野村　雄宇 16 有町　紗也香 15 49

3 テニス 秋山　勝之 2 （秋山　勝之） 2 Ｓ Ｓ 5

舵手付ﾌｫｱ 倉谷　郁也 6 － － －

舵手付ｸｵﾄﾞ － 6 大同　秀憲 6 清水　寛之 6

ＷＳ Ｓ 2 2 2

ＳＳ (倉谷　郁也) 1 1 1 1

5 渡邉　修一 18 中田　美里 18 為国　壮 18 吉田　能克 18 76

6人制 司辻　慶和 14 田中　敏彦 14 西田　靖宏 12 鈴木　定 12 56

ﾋﾞｰﾁﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ － － 入場　賢則 2 西村　優一 2 6

競技 福本　浩二 5 浅田　憲徹 5 松岡　龍介 5 田野辺　満 5

新体操 － － 後藤　大輔 5 川端　友江 5

トランポリン 松井　尚子 1 （松井　尚子） 1 － －

8 重野　善紀 12 帰山　金一 11 八木　昌幸 12 満田　高広 12 51

9 岩谷　昌明 9 Ｓ （岩谷　昌明） 8 － 18

10 小川　優 12 東川　泰斗 12 福村　正巳 12 糸　尚代 12 52

11 Ｓ 早水　嵩人 5 伊勢　泰隆 5 小形　光雄 5 18

12 斎藤　綾馬 3 Ｓ 服部　泰朗 3 瓜生　勝己 3 12

13 （佐野　憲一） 16 － － － 16

自馬 （政兼　隆） 3 （政兼　隆） 2 （政兼　隆） 3 HM 吉村　朱織 1

団体障害 － － （政兼　隆） (3) －

15 Ｓ （高原　真央） 3 張眞　龍太 4 諸江　昭嗣 4 13

16 三上　寛司 5 西村　久毅 5 Ｓ － 12

17 牛若　祐喜 12 林　聖恵 13 山崎　均 13 村上　章平 13 55

18 松川　直弘 3 Ｓ 近葉　信太 3 大石　宏 3 12

19 今立　由美 3 増田　弘幸 3 久米田　真康 3 坪田　恭幸 3 16

20 浜田　博行 4 （浜田　博行） 2 （浜田　博行） 2 （浜田　博行） 3 12

21 Ｓ （大西　ななみ） 3 岩谷　治彦 5 西川　航平 5 15

22 （下島　廉人） 11 木村　文洋 10 朽木　雅文 23 － 46

23 北市　麻希 2 Ｓ 花村　岳志 2 佐伯　和真 2 9

ＳＫ－１ 近藤　英幸 1 不参加 0 － －

ＳＣ－１ 不参加 0 不参加 0 － －

ＷＫ－１ （近藤　英幸） 1 不参加 0 － －

Ｋ－１ 濱野　早紀 1 （濱野　早紀） 1 1 （濱野　早紀） 1

Ｋ－２ － － 2 （濱野　早紀） 2

Ｃ－１ （濱野　早紀） 1 （濱野　早紀） 1 1 －

Ｃ－２ － － 2 －

Ｋ－４ － － 4 －

25 福岡　寛典 3 （福岡　寛典） 3 津田　勇志 3 （津田　勇志） 3 14

26 秋吉　克美 2 （秋吉　克美） 1 （秋吉　克美） 2 （秋吉　克美） 2 8

27 Ｓ － 増田  宇秀 2 － 3

28 － Ｓ － 村井　仁美 3 4

29 小澤　弘幸 4 今村　佳代子 4 漆崎　喜昭 2 吉川　勇 2 16

30 Ｓ Ｓ 福岡　康文 3 － 4

21 155 13 143 23 187 20 145 707

(          )：選手兼任または他種別監督兼任　　　　　　　「Ｓ」：ストレート種別　

ボウリング

ゴルフ

合　　計

「－」：種目なし　　　　　　「不参加」：出場者なし

ウエイトリフティング

ハンドボール

ソフトテニス

卓球

軟式野球

空手道

銃剣道

なぎなた

ライフル射撃

剣道

ラグビーフットボール

スポーツクライミング

アーチェリー

39

バスケットボール

24 カヌー

9

フェンシング

柔道

ソフトボール

バドミントン

弓道

14 馬術

（濱野　早紀）

21

ホッケー

1 水泳

7 体操

6 バレーボール

0

4 ローイング 40
和多田　一

浅妻　幹晴 加茂　亮太

〈監督・選手〉

競技・種目・種別

成　　　　年 少　　　　年

合計男　　子 女　　子 男　　子 女　　子

顧　問 宮本　俊、西川　聡、西行　茂、杉本　博文

視察員 安本　佳樹、鈴木　利英、吉野　和雄

参加総数 役員　22　名　　監督・選手　707　名　　　　合計　729　名

第４５回北信越国民スポーツ大会　福井県選手団一覧
団　 長

副団長

総監督

総　 務 木下　喜美、横山　幹夫、坪川　貞子、諸江　克昭、阪本　英樹



 
 

令 和 ６ 年 ６ 月 ２ ０ 日  

競技力向上対策委員会決定 
 
第 78回国スポ（SAGA2024）に向けた競技力向上対策について 

 

 

１ 第 78回国スポ（SAGA2024）の目標 

○天皇杯１０位台を維持 

 
２ 目標達成に向けて 

○天皇杯１０位台を維持するために、まずは北信越大会において、６５以上の種

目で本大会出場権獲得をめざす。 

   
【北信越大会での本大会出場権獲得種目数（平成 29年度～令和 5年度）】 

     (単位:種目) 

年度 
開催地 

Ｈ29年度 
愛媛 

Ｒ元年度 
茨城 

Ｒ3年度 
三重 

Ｒ4年度 
栃木 

Ｒ5年度 
鹿児島 

通過種目数 ７８ ７４ ６８  ６３ ６３ 

本大会順位   ７位  １０位 ─ １８位 １４位 

      ※Ｒ3年は４競技１１種別開催されず 

     
【北信越大会通過順位と本大会入賞実績】 

            (単位:種目) 

    年度 
    開催地 

Ｈ29年度 
愛媛 

Ｒ元年度 
茨城 

Ｒ3年度 
三重 

Ｒ4年度 
栃木 

Ｒ5年度 
鹿児島 

入賞割合 
平均％ 

通過種目数 
(本大会入賞数) 

７８ 
（４２） 

７４ 
（３９） 

６８ 
（ ─ ） 

６３ 
（３８） 

６３ 
（２８） 

５２.９% 

１位通過数 
(本大会入賞数) 

５１ 
（３２） 

３８ 
（２４） 

４１ 
（ ─ ） 

３８ 
（２９） 

３４ 
（２１） 

 ６５.８% 

２位通過数 
(本大会入賞数) 

２０ 
（ ８） 

２８ 
（１３） 

２４ 
（ ─ ） 

２０ 
（ ５） 

２０ 
（ ７） 

３７.５% 

３位通過数 
(本大会入賞数) 

 ７ 
（ ２） 

 ７ 
（ １） 

 ３ 
（ ─ ） 

 ５ 
（ ４） 

  ９ 
（ ０） 

２５.０% 

４位通過数 
(本大会入賞数) 

― 
 １ 

（ １） 
― ―  １００.０%  

入賞割合％ 53.8 % 52.7 % ― 60.3％ 44.4%  

       注：茨城大会のボート競技成年男女は全種目予選を通過したが、準決勝以降が中止 

となったためすべて入賞としてカウント 

 

 



３ 具体的な対策について 
 
 

≪ふるさと選手の確保≫ 

・有力なふるさと選手に対し早期に出場交渉を開始 

   ※鹿児島大会成年得点（491.0点）中 325.5点でふるさと選手が絡む 

・福井県代表として出場できる日本トップレベルの選手の確保 

 

≪競技団体一丸となった強化活動≫ 

・団体競技はチーム力向上のために早期の代表決定と強化活動を実施 

※栃木大会と鹿児島大会を比較すると、北信越大会の通過数に対して順位が上がった 

要因は団体競技の得点増 

・ストレート競技・種別は大会に向け早期に活動を開始し、計画的に強化を実施 

※鹿児島大会では栃木大会を上回る得点を獲得 

・強化指定選手の強化活動を集中的に実施（ふるさと選手が多くいる場合は連絡 

を密にして、ふるさと選手と合同で強化が行えるよう日程調整を行う） 

 ・競技団体として、選手のモチベーションが上がる仕掛けの検討 

（「チームふくい」への激励等、士気を高める場の設定） 

 

≪スポーツ医・科学サポートの活用≫ 

 〇スポーツ医・科学アンケートによるメディカルチェック 

  ・強化指定選手の身体状況、医薬品やサプリメントの摂取状況、心理状態、栄 

養補給状況等を把握し、必要に応じてスポーツ医・科学専門家※1による 

個別支援を実施 

    ※1…ｽﾎﾟｰﾂﾄﾞｸﾀｰ、ｽﾎﾟｰﾂﾃﾞﾝﾃｨｽﾄ、スポーツ科学者、ﾒﾝﾀﾙﾄﾚｰﾆﾝｸﾞｺｰﾁ 

スポーツ栄養士、ｽﾎﾟｰﾂﾌｧｰﾏｼｽﾄ（薬剤師）、AT/PT（APT） 

 〇チームサポートの充実（スポーツ医・科学専門家の派遣） 

  ・専属 AT/PT（APT）を強化合宿や練習会、大会等に派遣し、現地でのコンディ 

   ション作りや試合に向けた調整等を実施 

※練習会等への派遣実施 11競技 36種別中、8競技 12種別で本大会入賞 

※北信越大会帯同実施の７競技 16種別中、6競技 7種別が本大会に出場 

※本大会帯同実施の 7競技 9種別中、5競技 7種別で入賞 

  ・メンタルトレーニングコーチによる講習会・現場指導等を実施 

※実施７競技中４競技入賞 

・その他包括的な支援を実施 

       

≪北信越大会通過による追加強化費の活用≫ 

・ 北信越大会を突破した際、本大会に向けた強化費を追加配分。強豪チームと

の練習（試合）や本大会会場に出向いての練習等、遠征を実施 



 

 

第 45回北信越国民スポーツ大会 開会式式典要項 

 

 

１ 期 日    令和６年８月２３日（金）午後４時～午後４時４５分 

 

２ 会 場    石川県地場産業振興センター 本館 第１研修室 

〒920-8203 金沢市鞍月 2丁目 1番地  

℡ 076-268-2010 

 

３ 参加者    各県本部役員７名以内及び下記競技の各県監督・選手とする。 

         （開会式参加競技）                                 

・ソフトテニス（少男 6、少女 6）  計 12 

 

４ 参加者の輸送 参加者は現地集合とし、計画輸送は行わない。 

 

５ 参加上の留意事項 

      （1）各県選手団は、午後３時３０分までに受付を済ませ、午後３時４０分 

  までに指定された席に着席する。 

      （2）服装は、競技用のユニフォームを着用すること。 

      （3）旗竿は、会場において貸与する。 

      （4）団旗は、各県が持参すること。 

 


	03 _1 第78回国スポSAGA2024に向けた競技力向上対策について.pdf
	①開会式式典要項.pdf

